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イ
ナ
1
下
鶴
議
長
が
、
吋
よ
り

小
さ
な
対
策
に
焦
点
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
最
輔
の
手
法
だ
」
と

し
て
協
調
一
接
一
帯
を
後
暗
こ
の

間
一
止
め
、
オ
パ
マ
設
権
泊
、
こ
れ

晶
一
ま
で
パ
イ
ヂ
ン
融
大
統
領
と
共

一
和
党
指
導
部
が
積
み
上
げ
て
潜

た
削
減
額
を
輸
と
す
る
方
向

ヘ
、
軌
道
陣
正
し
た
形
だ
。

統
領
は
、
大
鵬
な
描
出
カ
ッ
ト

と
同
時
に
、
増
税
な
ど
の
増

収
策
も
組
み
あ
わ
せ
る
必
審
が

あ
る
、
と
の
立
揚
者
強
嘱
し

た
。
ガ
イ
ト
ナ
1
米
持
務
長
官

朝
、
「

U
E

口
瞳
'
を
今
週
末

A

に
は
ま
と
め
た
い
。
確
異
に
、

来
粗
末
ま
で
に
は
ま
ど
め
る
必

違
い
が
あ
る
こ
と
が
判
明
。
オ

要
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

(
ワ
シ
ン
ト
ン
2
縄
務
職
巌
〉

パ
マ
大
統
領
は
、
こ
の
9
・
7

オ
パ
マ
長
と
米
韓
ム
岡
崎
は
日

告
し
た
。
自
殺
者
数
は
1
0
4

7
人
で
、
単
身
控
帯
が
8
4
9

貧
困
率
最
悪
路
%


人
と
8
醐
聞
を
出
め
る
。
う
つ
な

ω年
、
前
回
比

M
湾
悪
化


ど
の
精
神
棋
思
在
抱
え
る
昌
殺

だ
っ
た
。

者
が
S
8
4
人
〈
邸
・
3
%
〉

所
得
が
少
な
く
生
活
が
普
し

同
一
ま
た
、
m
年
の
弱
蹴
以
上
の

一
均
は
m
-
8
%
。


G

O


C
D
 M

uM

炉
一
い
人
の
割
合
を
示
す
「
相
対
的

喜
一
貧
開
場
」
が
、
2
0
1
0
年
輯

一葦

ω( 館
時
点
)
註
国
・
0
%

一
で
、
前
年
調
驚
〈 
�
叩
年
時
点
〉

自
一
よ
り
8
・
3
間
離
佑
し
た
。
認

%
は
間
蟻
以
上
で
、
加
識
以
上
一
膨
響
〕
〈
担
当
一
番
〉
と
し
て
い

G
-
m

(
マ
イ
ナ
ス
0
・
1
w
殉
)
、
鉄

U
%

曜
一
歳
未
満
に
限
る
と
は
ω
・
7
%

も 
�
・
3
%
に
の
ぼ
っ
た
。
升
一
る
。

ォ
一
で
、
と
も
は
、
軍
生
労
畿
省
が

一
績
臨
草
者
算
出
し
て
い
る
1
9

抱
一
8
5
母
以
時
間
、
最
悪
の
水
車
に

仁
一
な
っ
た
。
詞
雀
が
立
日
目
指
醸
し

6
月 
�

下
搭

官
一
た
国
民
生
指
基
礎
調
査
で
わ
か

ず
一
っ
た
。

市
一
棺
対
的
黄
関
車
は
、
す
べ
て

誠
一
の
調
民
者
所
得
搬
に
議
ベ
て
、

町
一
真
ん
中
の
人
の
所
得
の
半
分

日
・
一
(
韓
関
掠
〉
に
満
た
な
い
人
の

け
一
割
問
合
を
指
す
。
経
摂
協
力
開
発

出
品
一
機
構
〈 �

召 
�

〉
の
錦
年
報

一
告
磐
明
、
は
、
加
盟
加
カ
国
の
平

一
1
世
帯
あ
た
り
の
平
均
摂
樽


一
は
5
4
9
万
8
千
円
で
欝
年
よ


一り �

・
4
%
増
え
た
が
、
車
労


一
帯
は
「
非
正
調
一
腰
用
の
広
が
り

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
金
国
平


t
a
一
や
高
齢
者
世
帯
の
増
加
は
ょ
っ

・
9
人
〉
の
倍
以
上
と




一
て
、
低
所
得
者
層
は
増
え
て
い


由
民
一
る
」
と
み
て
い
る
。

ド
一
高
齢
者
世
帯
は
1
0
2
0
万
7 
�

ら
し
は
5
0
1
万
8
千
世
欝
に
一
的
年
と
路
べ
る
と
、
自
殺
者

の
ぼ
っ
た
。
一
数
〈
1
0
4
5
入
〉
は
横
ば
い

介
護
の
祖
い
苧
の
高
齢
佑
も
一
だ
っ
た
が
、
自
殺
事
〈
位
・
4

自
立
つ
。
自
培
で
家
搬
の
介
護
一
人
〉
は
繊
少
。
こ
れ
は
、
「
生

を
し
て
い
る
人
の
う
ち
必
・
7
一
掃
保
護
を
受
け
る
人
が
増
え
た

も
に
印
歳
以
上
の
割
合
は
m
-
一

護
を
す
る
棚
、
お
れ
る
側
が
と
一

7
%
、
と
も
に
苅
館
以
上
は
お
一

・
5
%
。
高
齢
佑
の
進
展
で
一

「
者
者
介
護
〕
が
広
が
っ
て
い
一

る
翼
蝦
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
一

た
。
介
舗
ず
る
人
の
7
観
は
女
一

牲
で
、
介
護
さ
れ
る
人
の
記
偶
一

者
や
子
が
大
半
者
占
め
た
。

企
業
物
価
指
数

日
本
銀
行
が
立
日
発
識
し
た

6
月
の
間
内
金
識
物
雌
指
数

(
2
6
9
5
年
目
1
0
0
、
通

報
鑑
〉
泣
1
0
5
・
4
と
、
前

月
に
出
ペ
て
0
・
1
%
低
下
し

た
。
前
月
比
で
2
カ
月
連
綿
の

マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
芭
銀
は

生
活
保
護
受
給
者

自
殺
率
高
い
水
準

「
上
昇
華
調
に
一
撮
感
が
出
て

審
た
」
と
見
て
い
る
。

金
難
物
細
指
数
は
企
業
間
土

が
取
引
す
る
モ
ノ
の
催
織
の
水

準
。
前
月
出
で
砥
下
が
目
立
っ

生
活
擁
護
を
受
甘
て
い
る
人

の
自
殺
惑
が
、
2
5
1
8
年
泊

四
万
人
あ
た
り
関
・
7
人
だ
っ

た
の
は
、
百
油
・
石
康
輔
晶

調
〈 
�

S
J
l

高
い
水
準
で
、
摩
生
数
億
識
は

自
殺
の
主
な
瞭
国
で
あ
る
う
つ

病
患
者
へ
の
党
援
な
ど
を
強
佑

ず
る
考
え
だ
。

一
平
世
帯
で
、
初
め
て
1
千
万
世 
�

ロ
自
の
祉
企
搬
韓
標
識
余
生

常
者
興
破
。
こ
の
う
ち
一
人
事 
�
椿
保
護
基
車
部
会
で
詞
留
が
報

鏑
(
凋 
�

出
%
)
な
ど
。
罫

描
や
農
盤
働
側
な
ど
の
臨
標
腐
品

市
剖
の
低
下
者
皮
膜
し
た
。

一
方
、
前
年
同
月
と
の
比
較

で
は
9
カ
月
連
勝
の
上
昇
誌
な

った。 �
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に
つ
い
て
明
ら
か
は
し
て
い
な

日
目
配
安
習
で
、
オ 
�

マ
メ

い
が
、
受
渉
内
容
に
群
し
い
民

主
党
関
係
者
に
よ
る
と
、
日
目

は
、
こ
れ
ま
明
、
歳
出
カ
ッ
ト
を

中
心
に
し
て
積
み
上
げ
ら
れ
た

期
墜
事
削
揖
額
が
1
・
7兆

誌
と
ど
ま
り
、
共
和
党
輔
が

い
た
。
し
か
し
、
共
和
党
の
ベ

は 
�

主
強
し
て
い
る
2
・
-
4兆 
�
と

の
鰐
で
、
0
・
7兆 
�
の
食
い

J

J

J

H
f

最大級のス

、
法
叶
制
問 
�

哨
却

w

R
4
C

「
柏
の
葉
キ
ャ

ば
れ
る
舗
づ
く
い

方
貯
の
中
核
拡

培
、
ホ
}
ル
、
山

棟
を
建
帆
献
す
る
司

億
円
。
い
ず
れ

こ
の
ほ
か
東
大

交
理
、
エ
ネ
ル

。
「
桔
の
襲
・
キ
ャ
ン
パ
ス
む

傍
マ
ン
シ �
3

ン
の
盤
上
記
鋤

堕海
海
障
の
安
全
や
汚
染
防
バ
山

富
撫
ル
ー
ル
を
つ
く
る
罰
端

ま賊

器対

関策 


M
O

門
機
関
、
国
欝
海
事
機
関

、
本
部
・
ロ
ン
ド
ン
〉

次
期
事
務
局
載
に
瀧
ば
れ
恥

水
療
一
時
・
工 �

海
上
安
八

M
G

i

磁
調
(
鴎
〉
が
日
目
、
韓
日
新
叩

イ
ン
タ
ビ
ュ 
�

に
応
じ
た
の

M
O

9
7
7
母
、
瀧
轍
省
〈
当
一

に
入
籍
。
鈎
年
に
工 
�

一

泊
、
海
邦
環
捕
部
盟
問
な
ど

任
し
て
脅
た
経
験
を
踏
ま
一

海
賊
の
取
り
締
ま
り
ゃ
紛

ら
の
温
霊
効
果
ガ
ス
隅
誠

意
欲
を
語
っ
た
。
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